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 1．はじめに ― 研究史に立ち返って考える ― 
 　新世界はコロンブスによって開かれた（Mann，2005）が，新世界ザルの進化史は長く謎に包
まれたままであった。1976年から始まった私の新世界ザル調査はコロンビア・マカレナ調査地




広鼻猿類の調査研究の当初は主としてフサオマキザル  Cebus apella の観察を行い（木村，1977，
1991，1994b；Kimura，1989；佐藤，1992），また1976年および1998年以降はクモザル  Ateles 














































































































 　私のマカレナ調査地におけるアカホエザル観察は1976 ― 77年の予備的観察に始まり，1987年
から2002年の長期継続観察で一通りの研究成果を上げた。その対象は研究当初から現在まで
 Alouatta seniculus として命名されている種である。その観察と並行して，1987年にはパナマのバ
ロ・コロラド島のマントホエザル  Alouatta palliata （現在の狭義のマントホエザル）を，1995年に
はブラジル・パンタナルでクロホエザル  Alouatta caraya を，さらに2010年にはメキシコとグァテ












　　コイバホエザル Alouatta coibensis Coiba Island Howler
　　マントホエザル Alouatta palliata Mantled Howler
　　メキシコクロホエザル Alouatta pigra Guatemalan Howler
アカホエザル・グループ
　　カッショクホエザル Alouatta guariba Brown Howler
　　和名なし Alouatta macconnelli Guyanan Red Howler
　　和名なし Alouatta nigerrima Amazon Black Howler
　　和名なし Alouatta sara Bolivian Red Howler
　　アカホエザル Alouatta seniculus Venezuelan Red Howler
（マカレナ生息種．アンデス山脈を除く南アメリカ北西部に棲息）
クロホエザル・グループ



















観察事例 個体数 オトナオス オトナメス 未成熟個体 あかんぼう
1 3 1 2
2 8 1 3 2 2
3 4 0 2 1 1
4 5 1 3 1






 2 ― 3　 Alouatta pigra 
 　メキシコクロホエザル（あるいはグァテマラクロホエザル）と呼称されるこの種は，一般にク

























































































 3．アカホエザル Alouatta seniculus の社会構成 
 3 ― 1　長期観察対象群（MN ― 2群を中心に） 
 　私は1976年から2002年までの27年間にわたってコロンビア中部メタ県の中央部に広がるマカ






性を備えた特異な生物相を有する地帯であると理解してきた（Nishimura et al., 1995；JCCSP ―
 CIPM, 1992; Univ. National. Colombia, 1989）。同地では10月下旬から2月中旬にかけて雨がほと
んど降らない時期を持ち，私はそれを熱帯季節林 tropical seasonal forestと呼称してきた（木村，




も何らかの果実が入手可能であるというバラエティの利点がある（Yumoto et al, 1999）。そのよ
うな特徴をもったマカレナで，アカホエザルの集中的な研究は1987年から2002年まで断続的に
実施された。その成果は日本コロンビア生態学共同研究プロジェクトProyecto Colombo-Japones 
de Ecologicasが年報として発行してきた“FIELD STUDIED OF NEW WORLD MONKEYS LA 
MACARENA COLOMBIA”で報告してきた（研究対象が動植物全般の生態に拡大したためにVol. 
10より“FIELD STUDIED OF FAUNA AND FLORA LA MACARENA COLOMBIA”と名称変更，
Vol. 13，1999で終刊）。これらの調査では伊澤紘生がアカホエザルの1群（MN ― 1）を，木村が
MN ― 2と名付けられた1群（図6，7参照）を，さらに1時期ではあるが，コロンビアの共同研究




A. Mejia教授（Mejia，1995）が主宰する生態学研究室の学生たちがMN ― 4群において，個体識別
を基礎とした経時観察を行い，報告を重ねた。その情報を基にマカレナにおけるアカホエザルの
動態の詳細が逐次明らかになっていったのである。 
 　さて私が観察の対象としたMN ― 2群は調査地の中央部に位置し，河岸の崖を利用して土を採食









 3 ― 2　個体群の動態とその変動要因 



























 3 ― 3　社会的調節機能としての子殺し 




















 3 ― 4　個体数変動の多様性，限定要因と社会構造 















 　MN ― 1，MN ― 2の東側から南にかけての領域にはMN ― 4と命名された群れが存在していた。こ
の群れは1995年ころには18頭という大きな集団になっていたが，その後分裂した模様で，2つ
の小集団が観察され，その後様子がわからなくなってしまったという（UniAndesの学生たちの
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